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察 皆: j酒ニューブリテンおブノレ 7itfJ.区セ採集した天然木 20 稜 20 í~ì U:，造林水 31歪 41同体の木材

について，木材成分，抽出成分p イt;学的?笠宮ど化学的性質を試験しだ。木材成分分析ではョ全頃日

jJ，)ffiの1:3樹穫のみを試験したが，とれらは口木五三ブブピ比べ， リグニン合資が河く， ホロセルロー

ス合理:は低かった。 23 i封設を供試した行総漆郊による逐次f出向試験の結果では， 特!と:'Ëfllr 出:毘の多

いものは，ニューギニアウオーノレナット p ブラックピーンF ガラムートであった。主党化学的変色と

しては，鉄?アルカリ汚染，ならびに太|む光による変色i己叫コいて感性を試験し止が，敢による強

い汚廷はな<.，鉄およびアノνカザ lとより強い汚染を生じたものは，ニューギニアウオーノレナット心9

辺材，スロアネア辺材jz アグライア心f;j，ランラン心材およびカメレレiL;、材であった。またそのうち

太陽光lとより強く変色したi:îffW:，アグライア心材，ランラン心1オ正:カメレレ心材であった。
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まえかき

第 6 報tご続いて3 羽76 年 8 月百ニューブザテンのフ、ソレ守地区で採集した天然水 20 W. 20 個体とßL1本木

3 種 4 個体についての化学的性質に関する試験結果を報合ずる。なお化学成分の場合は全項目共通の 13

樹種について試験した。供試材は前報の材質，物理的役質および耐久性に関する試験に用いたものと同じ

個体で，丸太の形状および玉切り法は第 6 報に示したとおりであるc

1977年10月初日受理

仰木材部，木材利用部， i*産化学部

木材~28 Wood TechnoL-28 
木材利別- 3 Wood Utiliz.--3 
林産化学 16 For. Prod. Chem.-16 
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1. 木材

間中治虫ß (l)

〈口実験方法

本項目は全項目共通の 13 樹程のみを試験した。各試料は尖験室用ハンマーミ Jレ型粉砕誌で木粉lとされg

うち 80~100 メッシコ部分がfL学成分分析に用いられた。

木材分析は JIS紅により行なった。ホロセルロースは VVISE 法iとより測定した1)。昌一セjレワース測定に

はホロセルロースについてパルプ。分析の場合と同じ JIS特を適用した。

(2 )結果

供与七対極の分析結果を第 3 報2) の場合と同じように日本産プナ材と比較すると， リグユン含量;が高し

したがって， ホロセルロ{ス含量が低いが，窃ーセルロース合壁はプナ材とほぼ似かよった値を示した

(Table 1)。

また，ブラックピーン (208)*3 の冷水，温水， 15ぢ水酸化ナトリウ

分が他樹種より若しく多いのが特徴的である。

2. 抽出成分

アルコーノレーベンゼン可溶

高橋利夫(1) (>桜井孝一ω

この項目では各供試!京木について9 まず n ヘキサンで3 ついでエーテ)1/，アセトン，メタノーJレと順

次極性をあげて3 いわゆる棟位皮のちがう 4~重の有機溶媒による忍次抽出を行なって，遂;欠抽出成分合有

量を調べ，各供試材の抽出成分の特徴を概見し/こ。

(1)試験方法

供試材は， Table 21と示す 23 樹積で，試験方法はすべて前報2) と同様にしたo

1) 試料開製

シ工 ピング@マシン， りファイナ，小型ノ\ンマ・ミ)1/，ウイリ@ミノレの併用で二

精砕い 40~'60 メッシコのれ粉を抽出試料lと供した。同時に多 105士 30C の乾燥器中で同一試料の7J<.分を

;豆長し，愉出{共試料の全乾重量ーを算出した。

2) 装 t~~

フラスコ容量 150 ml のソックス vー抽出!J~と京洋円筒F紙 No ， 84 (口径×高さ: 28XIOO mm) が使

用された。

31 使用熔媒と抽出操作

各風車ち供試木粉 (6~.16 討を円筒t戸紙lこI平成してソックスレ-1自由器lこ入れ， 70~80 ml の時一ヘキサ

ン (bp. 690C)を加えて， 12~16 時間湯浴上で遂流抽出後，フラスコ内の溶剤jを回収留去しz 青ゲソレ在中

の真空デシケーター内でフラスコを乾燥後秤量しz 符ーヘキサン可溶分告求めた。一方試料木粉在中の円筒

t戸紙は，抽出管から取り出して溶媒を風乾で蒸散させた後?次の溶媒エドテ/レ (bp. 34. 60C)を用い， n-

(1) (2) 林産化学部

*1 JIS P 8003~6-1976 および JIS P 8008, JIS 8010-1976 
*2 JIS P 8101-1976 
*3 ()の中は原木番号である。
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%対絶乾試料

無灰，然リグニン試料

*1 

*2 
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Table 2. 供試材の遂次 Jlh 出結果

Succ巴ssive extract卲n of wood s乱mples

樹種名

Spedes 

カン
Garcinia 

リ
Litsea 

ブラックビーン
CastanOSjうの'mum australe 

ニューギニアローズウッド
Pterocarpus indicus 

アクーライア
Aglaia litoralis 

ノ f シブィックメイアP)レ
Amoora 

イ ックス
arnoldianum 

ノマラノレトカ Jレフ。ス
Parartocarpus vene陪osus

スブ。ラム

corymbosa 

エローハード

ラソ
糊wcγo争oda

トシリス
integrifolia 

ステノν クリア
Sterculia parkinsonii 

ハードセ Jレチス
Celtis 

ラム{ト

cofassus 

J " )(/ 

Ochroma j 

メレレ

degli抗争'ta

チーク
Tectona gra託dis

11 
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2.15 3.01 6.35 

O. 15 1. 76 2.80 0.08 0.81 

0.49 0.09 1. 34 2.28 4.20 

O. 14 0.09 1. 12 1 姐 700.35 

0.28 1. 28 2.23 0.07 0.60 

1.55 0.67 2.71 2.70 7.63 

0.89 I 0圃 15 1. 12 1. 70 3. 86 
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2.84 I L 65 7. 55 3. 00 I 15.04 

。.40 I 0.04 I 3. 97 I 2 “ 66 7.07 

0.19 i 0圃 04 1. 3ヲ 2白 51 I 4. 13 

0.75 i 0号 11 0凶 62 1.61 i 3.09 

0.19 I 0置 04 O. 24 1. 52 i 1. 99 

O. 04! O. 05 O. 18 O. 68 0有 95

。色 13 0.09 0.91 2.54 3.67 

O. 10 I O. 04 1. 35 2. 23 I 3. 72 
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1. 76 I 0場 14 i 4.76 I 4.32 10.98 

。.90 I O. 10 I O. 57 I 乙 01 3 昭 61

0.15 i 0.10 0.60 1. 91 2.76 

17 
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ヘキサンJの j易合と mJ 様の操作ごエーテノレ lif溶分を求め，さらにアセトン (bp. 56.50 C), メタ/…Jレ (bp.

650じ)

(2) 試験結果

供試材の.íÆ次拍U.l の紅j!1~は Tabl巴 2 のとおりである。可in分〈?のは全乾試料lζ対する泌を表わす。

逐次拍止titdま L 49-~16. 2196 の ïìr[~凶にあり，とのうち全抽出査が 6 泌をこえるものは2 ニューギニアウ

オーjレナット (201)，カンジス (206)，ブラックピーン (208)，ニューギニアローズウッド (209)，アグ

ライア (210)，ガラムート (220) の 6 *~j 慰でョ ;逐次1111 出成分合布;量;から児/こ場合， これらの初~éEの多く

は，利片j上極々のj問題を起とす司能性があるとおもわれるc その他は 3 沼山、下のものが 9 樹極(スポンジ

アス (202)歩ニーγ ーギニアパスウッド (204) ， ピメロ f、ンドロン (205) ，ノ寸ラノレトカ Jレプス (213) ， :ノス

ム (214λ ホワイト ν リス (217入ステjレクリア (218) ， ノ、戸ドセ jレデス (219) ヲ カメレレ (222日

その多くは防朽閣が入りやすいので注意を要する材であり 3 残る 8 tM様(ス口アネア (203) ， リツェ

ア (207)，ノぞシアィ y クメイプノン (211)，ダイゾックス (212) ，イ:.r:: u ~匂ハードウッド (215) , ランラン

(216λ パノレサ (221)，チーケ (223乃は 3---~"'59óの記 [IHにあ 1 tこ。

3. 化学的

掲示ß i'~r (l)，後 I会君子〔2V 加]法 i府間良[5 (3)

ひき材のイじ学的変色について，次の 4 項目の試験を実施した。

a) 鉄汚染{と対ずる樹穫の感叫

b) アルカリ Jら託与に対ずる i封磁の感性

c) 殴汚染lこ対 f る fMHiの感性

d) 太陽光による変色に対 d る樹認の /:;':';:1

( 1 )試験方法

1) 試;投材

供与え社、1;霞は 22 脳連で，各l反ぶより長i\Y:J O. 8~lm のはそ玉切りし，これをだらびきして厚さ約 51I1 rn

の椛同およびJH柾の心付および辺材の試験材を j采j反した。さらに3 天然乾燥後，表首長ス，パーサーブエ

イそj ーで平沼 lとL." 柾汁および追慌の尽さ約 5mm ， 悩 5 crn, 長会 6cm の、J法の試験片を{ノドJ'j\(;した。

辺社倖 J心t~ の反別のはっきりしない霊については，和JjL!\ ~て近い内側部を試験し，特lζ心 ð.[j と称したの

2) 材色測定方法

j~色の測定は測色色ム(日本電色工業株式会社製 ND-Kö!\'D により三刺激!広丸 Y， Z を測定し

た〈測定Iili1立はE主総 30 mrn の円形で 7.07 cm2 である。 また ， i;1lj色色ァ討に試験片を k ットする方向j を

一応iこ!凡さらに処理前後の測定場所が異ならないように，治共を工夫して測定機器lこ固定した。

後述の汚染処理ならびに太陽光暴露首H誌のム a， b 系による色ア ，jE fま ]ISχ8730 í色差表示法j l乙

絞って(1)~( 4) 式により算出し，さらに試験)・ 3 枚の平均憶をもとめた。

2
2
1
1
t
'
 

、
、
，
ノ

r
 

y,
4 X

 

ヮ
“

日
U

1
a
A
 

/
，
、
、

「
同υ

月i4
4
4
 

一
一
一
一

L
n
u
 

\
ノ
、
ノ

ー
ム

n
4

/
t‘
、

J
'
4‘、
、

• 
但。

.
 

•• •• 
.
 

勾• 

• 

• 

•• • 
E
 

島

.
 

• 
'

.

 

告.
命e

.

 

e

e

 

e
 

色φ
w

島

倫

a

•. 

(1)-(3) 林イ己学部



一- 90 一一 林業試験場研究報告 第 299 号

b 口 7. O(Y -0.847 Z)!Y玄 ........( 3) 

LiE = ((LiL)2 + (da)2十 (Llb)2) す -……日(4)

ζζlζ .dL， .da, L1b は処王里前後のム a， b の差

ま tc ， 三刺激値のうち Y は明度lこ対応するので，供試樹種相瓦の汚染の程度を比較するため， (5) 式

により明度減少率 Ya を算出した。

け も仁-Y，
Ya=ーγJA × 100 ...( 5) 

乙乙に日は処1IT[前の Y， Y1 ~土処:E!ìi後の Y

3) 処理方法

a) 主:による汚染

GRAy3)，武雨4) および後藤ら5) も採用している， 塩化第 2 鉄水溶液による変色の度合を測定する ζ とに

より，各樹積の鉄汚染iこ対する感性を判定した。

O. 1%塩化第 2 鉄水溶液 (FeCls ' 6 HsO 和光純薬製 l 級で調製) 11 を入れたステンレス製のタンク lじ

各樹極 3 枚ずつ 3 樹程(合計 3 枚)のすでに材色が測定されている試験片を垂直に回定して 5 分間渓潰

した。 J受主主If告の温度は 200C である。

浸j責後p 誌験片は室内で 4 日間乾燥したく平衡合水率になっていることを合水率計で篠認した)。

b) アルカりによる汚染

カセイソーダ水溶液による変色の度合を測定する ζ とにより，各樹1意のア Jレカリ汚染に対する感性を判

定した。

武南の研究引によると 9 木材のアルカリ汚染は pH 11. O~l l. 5 以上で急激に著しくなるので，ヌド試験に

おいてはpH 12.0 (ガラス電極 pH メーターで測定〉のカセイゾ{ダ水溶液 (NaOH 和光純薬製特級で

制製〉を使用した。

処理方法は鉄汚染の場合と同様で， 200C で 5 分間浸漬2 室内で 4 日間乾燥したo

c) 駿による汚染

シュウ蹴;j(溶液による変色の度合を測定する乙とにより 2 各樹種のli皮汚染lζ対する j惑位をやUíiごした。

武南の研究れによると，木材の酸汚染はシュウ殴および塩化水素酸ともに pH 5~pH 2 まではほとんど

汚染しないが， pH 2~'L:) 以下では急激に仔し〈なるので多本試験においては pH 1. 0 ガラス電極 pH

メ{ターで測定〉のシュウ酸水捺液 (C204H2 和光純薬製特級で調製〉を使用した。

処理)il土は鉄汚染の場合と同様で， 200C で 5 分間i受漬p 室内で 4 日間乾燥した。

d) ス陽光による変色

各樹程の太陽光による変色の度合をしるため lむあらかじめ材色を測定した試験片をラワン合板の上に

固定し， 通算 28.5 時;司休業試験滋の屋上〔束京都目黒区〉で太陽光に暴露した。暴露日数は 5 円聞にわ

たり，ほほ時天の日や 1 1寄曇の日もあった。太陽エネルギ、のD~U定はスガ試験機株式会社製積算照度計 PH­

ll-UT 型p 受光器は太陽光用紫外部 (300.'J400 nm) 測定用を使用い受光エネノレギ量の積算値は 70.75

Langley (=cal!cmりであり， ~!j報8) の場合と同様である。暴露の終了はコントロール材として{使用され

変色の少ないといわれているヒノキ材が内浪であきらかに変色した時点をもってした。



十/アニュー A~~" ニL ア村 ω むIIT 的性交(前 7 !)I� (;:1<:f!J氾問手fi!iff 究 111) -91 

)試激結果

a) 必;ζ 土，J-J る詰j 胞の!:&tt

前記した 0.1タS F邑Cls ・ fiH20 水浴淡1[1への渓j却とより 3 供試各 [Mfilliよそのた主主主なるがいずれもj天

尽色の汚染を生じた。 Table 3 "ご各樹湿の処;rm.前後の材 t3?3_ニ示す三点激 {I立 X ， Y，乞(試験片 3 i伎のうち

の代表的な 1 枚の材むを示す)および色 LJE， 明度減少ど~，\ Yd の平均値(試験片 3 枚〉を示した。 汚染

の程度の判;t{土，がj報8) と同じく{弘主;どlEニ 12.0 以 i:を示した校径を欽に対して強い!:1'(>[gーをもつもの

(符号 S)，またち ilEニ 2.5 以下を示した枝I殺を弱い感性をもつもの(符~j- L) とした。

強い汚染を示した，すなわち符号 (Strong stain) 与をつけた必泣い主注をもつものは2 ニューギニアち

_'-}レナット (201) の心付 cにびi引オヲ スロア止、ァ (203) の辺-f!L ピメロアンドロン (205) の心 r;J , 

カンゾス (206) の jふH，ブラッケピーソ (208) の心付雫アグライア (210) の心H ランラ二/ (216) の

心付および辺対F カ v V (222) の心付であるへ

い汚染を;示した? ずなはた符号 L (Light stai立)をつけ泌をもっちの"む ニュかギニアパ

スウッド (20必の心 !jTS，グイゾックス (212) の心 i~j ， ノ f ラルトカ jレブス (213) の心~fj ， ホワイトジリ

ス (217) (J) il>1iß，ステノレタ 1) ア (218) の心部予チ F ク (224) の心何である。

b) アノレ JJ ワ立とに対する樹事立の!i{tl

前:己し jこ pH 12省 O のカセイゾー J: ') , _l}~ ujt各税はその程度は異なるがいずれ

も汚染を生じた o Table 4 iζ各樹珪の処理店J~交の材色を示す三刺激情 X， Y , Z (試験J'i' 3 枚のうち代表

的な 1 枚の材色を示す)および色左 L1E， rYJ J.f[減少率 γd の平均値〈試験)1 3 枚〉を示した。汚染の程度

の判定lむ rWï1i8l と i口11二く色三塁 4E=9.0 以上を示したt!iHillをアルカリ汚染，~，こ対して r，品、感性をもつもの

(符号 S)，また色J二 ，JE~ 3.6 以 Fを示じた桟を弱いをもつもの(ね:J'5- L) とした。アルカリ汚染

の色~，j:樹務;とより郁々でおり， まだア )1ノプj リ汚染および欽汚染は政訣9 太陽光による変色の場介lて比

レて著しい。

弘、汚染をえ:、した p すなわl:ò:;;r;j-S (Strong staiIl)をつけた波い感性をもつものは多ニューギニアウ

オー JLノナットの心付および辺材，スロアネアの心材および辺は，ブラックピーンの心;f;Jおよび辺材，パシ

フィックメイプJレ (211) の心材， ランランの心材，カメレレの心材および辺Jばである c

~IJい汚染指示した3 すなわち符ワゐ L (Light sLailかをつりた~~jい感陀をもっちの ii ， ピメロデンドロ

ンのdじ材 p 夕、、イゾッグス心心部ぐラ jドトカ lレプスのJù，{j-[)， ホワイトシ i) スの)l;\ 自1:]) ， スデ jレクリアの心

ドセノレ予ス (219) の )l>-;\]j J ノイ ;v"1j- O_)心 11iiであ o

c) 汚染に対するおI訟のJ母校

前記した υH 1. 0 のシコウ股水溶液中への浸i去により s 供;式各船積はそのめ:反は呉なるがいずれも汚訣

を生りた。 Table 5 (こ谷*M設の処Jm前後のiオ色を示すこ京rJ i~弘虫丸 Y， Z (試験f\- 3 放のうち[\::.表的な 1

枚の材色そ示す)および 4ι 明度減少怒 Yd のミ均値(試験日 3 枚〉を示した。汚決の1''i1皮は欽汚

:ふアノレカ 1) ぢ没Jこ比較して/þ 江く， 1 吋Yしの樹H\ も大体íJj~色カヨ増加した。 rYl皮の変化も少なく 9 逆に Iljj

皮の増加した樹おも多い。汚染皮の fY'íilP、と同く色主 JE~10. 0 以上なと強い1副会ふをもつもの

(符号 S) 歩 また色手旨 L1E一二 2.G 以下〈明度減少ギの小さいものは 3.0 J夕、下)を ~rJい感性をもつもの(符号

L) とした。

強い汚染在、示したヲすなわち符号 S (Strong staln) をつけた強い感性をもつものは，皆織であった。
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樹 種

Species 

注: 1) 試験片 3 枚の平均値

名

林業試験場研究報告 第 299 号

Table 3恥欽汚染 l亡対する

S己nsitivity of various wood 邑P巴cies

43 , 70 

36.38 

44.52 ~3.95 34 , 12 

40.49 39.60 30.60 

37.65 36.42 I 22.43 

2) L: ~~い汚染， M: 中程度の汚染， s 主主い汚染
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tM Hi の t1:

for staining with iron 

色 持久)

AE 

|リ]皮減少率1)

Yd (アぷ〉
汚染の度合
の判定2)

i St旦in grade 
X 

Color diffεren仁巴
Decreas日 ratio
of lightn巴S8

S

一

S
M

26. 事 25. 駝..28. 6 ]\在

S

一
L

13.2D 12.38 

S

一
M

一
M

一
M

一
S

一
M

一
M

~!， 32 48.02 

M 

16. 1,4 

S

一
S

一
Lら l リワ

L 

4.5 

18 ，書

M 

M 

:16.98 1.2 O ， 9 ，~ 1. 11.4 -2.8へ"' 2 , 7 

S

一

M
一
L

29.60 1 語 1 9.3'，， 11 台 2 26.2 23. 9~29， O 

Notes ; 1) Number of specirnens : 3 
2) L 弓Light stain, 1¥1 : Mediurn stain, S ・ Strong stain. 
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樹:tw 名

スロ

Sloa:れea

Speci邑S

注: 1) 試験片 3 枚の平均値

林業試験場研究報告第 299 号

Table 4. アルカリ汚染に

Sensitivity of various wood 

処理前後
心材辺材の別 Change of color of wood 

原水番号 with pH 12.0 NaOH 
! 日時rtwood 一一一一示一一一厄 一理一一一 つ

iug Nol or i urm山d 開rts
sapwood 云「云下 z

25.0C 

2) L: 弱い汚染， M: 中程度の汚芹 S: 強い汚染



パノ。アニューギニア材のÎJIIT 許可性長('i'; 7 報) (未利用樹溜引

9 るおj 碍 ω 感性

species for alkalinむ stain

内J
2

E
 

4
4
 

凸ノノ I~l 皮減少率1)

γd (タぷ)

ぇ;むlor difference 
。巴crease ratio 
of llghtness 

36.6へ，39.1

32.32 3L ヲ6 ♀1. 4� 4 自

J 1.63 30. 

3 1.己 30. L? 

03 ~3.38 コ!一
vρ/L 4.4 

28.71 'よ:7.9も 3. a -0. l.~ 8.8 

95 -

汚染0)I倞{;' 
の判定2)

Stain grade 

S 

46.90 47.00 ~~.04 白調 7. 8.--,-" i:L ，~j 富 .5 8.~1!.7 M 

L 

1. 8 11. -1 M 

20>0コ

35.00 

3L 

41.26 1 .c.O 

19 , 42 38. 37. 1 ヘ-， (10 ， 0

16.6，"-'18 恥 ]\1

S

一
S

一
M
一
M

一
M

S

一
M

一
L

M

一
M

一S

乙 4，~~ 3. 9 5.0 

3. 9,. 5. 1., 

2. 7 2. !，~~ 3. 1 露。 6 6. ぺ

2 目:1 O~. 2.4 

1 自. :3 9. 呂 6 29.5 

~j2. 0/ 

7.5 14.3.~23.3 

!U 

毒患

21.1 26. 5.~2!. 9 

34.74 

Notes : 1) Number of specimens : 3 
日) L: Light stain , M : Medium stain, S : Strong stain 

L 

L 

s 

M 
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桧!麓名

スロ

Sloa坑ea

Sp日cies

ロン

amboi問!cum

カンジス
Garcinia latissima 

-~;>' 

ェ J

注: 1) 試験片 3 枚の平均値

林業試験場研究報告第 299 号

Tabl日 5. 後汚染に対する

Sensitivity of various wood 

Change of 
with pH 1.0 

未処盟
Untreated 

Y 

2) L; 弱い汚染， M: 中釈度の汚染， S; 強い汚染



パノ。アニ L ギーァ併のJJI!T的住民一(潟 7 ii~) 

{北極の瓜性

species for acid stain 

t~ ~i'.:.1) 
fム 明度減少~~1)

iJE 

じ0101 differencc 

3 .3剖 98 3:3. _l心 27. (_Q 2 自 l. ~，日

31.00 

む(必)

Decreas己 ratio
of lightness 

97 _. 

Slaﾎn grade 

-8.7 …ふ ν ，-'-1' .0 L

一

L

一
L

一
L

一
L

一
M

一
L

22. :);) 1.6 1. 1~~ 1. 9 

27.31 I 2. 事 2. 8~ 2.9 

31 司 42 1. 4 O. 9へ- 1. 9 

2ι.9S 2.4 l. ヲ..~ 2. fl 

3. 8 

--!l.!J --3.9~-7.2 

-5.3 -3.9~-6.3 

-2. 喜 -2. 0.~-1.:; 

-5. a -4. [.-.--7.6 

3. 1~ ノ 4.0

2. 5.:3 

27. '1/ 

4 1, 02 

37.50 

つ
L

ハ
ヲ~

 

パ
斗
ム

ハ
ノL

m唱
M

Z
刊d
v

一躍。 1 - ，;ハノーム 5 L 

10.1 。之ρ16.6 M 

-5.5 -0.1戸、 -10.3 L 

4. 事 -3. 3.~-6. 0 lVl 

6ω I~ '-' 6. 9 

6. 6.~ 8. 1 .-24. 躍すし 5，-----…27.7

3.3 4.2 

2�.7C l ム 84 3.5 :3. 己~. J.6 25. 司己

56. 7 臼 l. 4 1. 0-. えり

7. !l 6. 2 --7. 5 

。自 O. 8ヘノ1. 0

M 

M 

1.1 2. 山首 L 

自.喜 0・ー l.2

21 “ 5 -18. 

一宮町 6 -〆" O. 9 

M
一
L

一
M

一

L

39. 12 3.1 9戸~ 3. 

7.2 7.1 〆 7.4 -1 自書 J 9.β 乱f

恥f37.06 27.31 

三人 13

33.0。

Notes : 1) Number of specimens : 3 
2) L: Light stain , M : Medium stain, S : Strong stain. 

B 白 7 ,-_ 0.6 

-4. 宮 -3.4..-6.7 M 

L 
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Tablc 6. 太陽光による変色 iC

Scnsitivity of various wood species for 

T
r
j
 

品h
v

引
抑

名

太陽光に暴
Chang巴 of color of 

Species 

ニューギニアローズウッド
Pterocarpus i:悦dicus

: 1) 試験片 3 枚の'f均値

2) L: 弱い汚染， M: 中程民:の汚染， S: 強い汚~



パア。ア? ごとードムア 的報) 合9-

対する付J 起の感性

discoloration with expo,3Íng 

6E 

明度:減少 ~fl)

ぬ 〔タぶ)

ィir ， さ己1)
いノL

Col� difference 
Decrease r旦tio
of lightness Stain grade 

5.1 4. 5~.. 6.0 14.6 12 ヲ"'-'17.3 五在

52.90 M
7
8幻28縄 30

44. 7三 L 

S

一
S

一
S

一
S

M 

S 

26‘ O八ヌ9.2 S 

20. 自 17. 1.~22. 7 M 

3.3 2. 9~. 3.8 L 

-11.2 10 ，三 .1 しヲ l ルf

2.7 3八 3. 4 L 

-12.1 -1 1. ::;.~-12.9 M 

11.!l 8. !;.~12. 3 

3ヲ .38 37 , 50 23.78 i 8.4 6 , 2". 6,,, 11. 4 10 , 2，~， 12. 3 恥4

L 

Notes: 1) 
つ〉

Number of specimens: 3 
L : Ligbt stain, M : Medium stain , S : Strong stain , 
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弱い汚染を示した診すなわちrJ 号 L (Light stain) をつけた感性をもつものは多心 ニューギニアウ

ぇ-)レナットの心材および辺材，スポンジアス (202) の心部， スロアネアの心材および辺材， カンジス

の心材s リツェア (207) の心部3 ニューギニアローズウッド (209) の心材，パシアィ γ クメイア)レの辺

材 p ブスプラム (214) の心部ラランランの心材，ホワイトシリスの心部p ハードセノレチスの心部， チー

クの心材である。

d) 太陽光による変色に対するTM種の感性

Table 6 lC各樹礎の太陽光l乙暴露する前の材色および暴露後の変色した材色を示す_..刺激億 X， Y多 Z

(試験片 3 枚のうち代表的な 1 枚の材色を示す〉および色差 AE， 明度減少率 Yd の平均倍(試験片 3 枚)

を示した。

太陽光によりすべての樹種は程度は呉なるが変色した。 この試験は一定時間9 また 28.5 時間という比

較的短時間の暴露であるので，長時間暴露後の木材の変色を示しておらず，木製品が製造された場合の初

期における変色の早~さ，すなわち変色の速度の大小をぶしている。 明度の変化は比較的少なし逆に増加

したものも多い。

変色iと対する感性の判定は3 前報8) と同じく一般的lζ強い変色を示すζ とが知られている国産材カラマ

ツの包羨 AE が 6.8 であるので， AE=6.5 以上を示した樹種を太陽光に対して強いJ惑f生であると判定し，

符号 S をつけた。また色差 L1E~ニ 2.5 以下を示した樹程を弱い感性であると判定し多符号しをつけた。

1台、い変色が生じた樹種は9 りツ z アの心部， アグライア (210) の心材， パシフィックメイプノレの心材

および辺材歩ダイゾ γ タスの心部p イエローハードウッド (215) の心部， ランラン 0)心材， カメレレの

心材である。

~~い変色しか示さなかった樹種は，スロアネアの辺材9 ピメロデソドロンの心材，ニューギニアローズ

ウッドの心材および辺材，ホワイトシリスの心部，ハードセルチスの心部p チークの心材である。

号!清文献
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(1946) 
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パ'fTc ギニア材の加了命的性質〈第 7~日) (未利用語J病問究班〉 1
1
 

ハ
U

1

よ

Properties of 80me Pap羽a Ne宵 G王linea Woods Relati.n昆a

背ith M晶nufact祖ring Processe罫V11

Chemical ])r叩釘封勝。f some West New Britain woods 

もす orking Group on Utilization of Tropical vVooclsm 

Sll1nnlarV 

むhemic乱 1 properties c'コl1cerning gen巴ral components, successiv日記xt了actio口 with organic 

solvents and chernical d﨎colorat:ion weτe measured on twent)吋hrce wood specics collected 乳t

lowland fon'、 in New Britain 1976. 

s乱 ~nplξs wel• !akcn from thε10芯S of species listed in thc repon VL 

1. Gener滅的mpのnents

Proced磁E位

¥Vood m叩1 (80~100 mesh) obtained by ‘grindi日立 with thc込 laboratorv hamm巴r m�l was 

11S巴d Ior ch巴míc丘1 analvses. 

All analyses were made according to JapanesεIndustrial StandaロJ. The holo-cellulos巴 was

detcrmined according to Vl!s立国 a-Cellulose was determined by the ordl ロary method for pulp 

analvsiso 

Re自国211高

1 ロ comparison with Japano自己 beoじh (Foαgus spp.) , the8忠 告peci巳~~ vV巳士阜 relatiγely high i幻

lignin四 and low ho10吋ceHu.lose-cont記nt. The æ-cellulos忠仁ontcnts of these specios weH、じom-

p日rablc to that of becch wood (Tabl記 1).

l.t remarkable tl1at on (208) contents of soluhilitics in cold-water, 
hot叫watcr， 1タt: NaOH 呂q島 801. and eth丘noトbenzene wer巴 higher than those of o1hcr species. 

2. S羽ccesshァe extraetion with organic solvent嵩

すhe detormina�r! of tho amonnts ()f successively extractcd substances in the twenty四threc

speci記s with four org託l1ic solv記 nts of different po!arity, 1. e., n-hexane, ether, acetone and 

meth乳no1. was c呂rri己d out as 乱 preliminary work for t11e invcsti芯辻仁ion on the rclatiol1ships 

忠告 11 the propεrti日l of woocl日日nd t1'1玉、巴xtractivcs. 

Proeedure 

1) Prep五ration of sampl日

Wood c1'1ips from 邑日 ch !og of twenty四three species were ground with Wil芭y mill and the 

woocl me乱Is with 40~~(íO mesh were uと;c，d for successivc cxtractions and the moisturc contents 

ana.1yses. 

2) Appara tus 

A Soxhlet 巴xtraction apparatus w咜h 150 ml clistillation flasks and 五ltcr paper thimble (28 

X 100 mm) was usecL 

l,eceived October 20, 1 り77

11) Wood Technology Division，羽Tood Uti1ization Division and Forest Products Chemis!ry D�vision 
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3) Solvents and extraction proce仁lur巴

月四H巴xane (bp. 690 C), ethyl 巴ther (bp. 34.60 C), aceton巴 (bp. 56.50C) and methanol (bp. 650C) 

were used as four solvents for successive extractions. A sample (6~16 g) of air-dried wood 

meals was weighed in a 五lter paper thimbl色 and placed in th巴巴xtractor. The solvent (乱bout

75 ml) was placed in the f1ask and the extraction was c旦rried out at a ra民間ch as the solvent 

siphoned over at least six times per hour. The extraction was made for 12~16hr， and the 

solvent was r巴moved on a wat巴r bath 乱nd th己 r色sidu色s were dri思d in a vacuum d巴sicc乱tor

containing blue silica gel. This procedur色 was used in each successive extraction 乱nd th巴

extractive content was shown as a p巴rcentage based on the ov色n動 dried matt巴rs.

Results 

The results of the successive extractions with four organic solvents on the twentyぺhr巴巴

sp巴ci巴s are shown in Table 2. 

There was considerable variation in their tot呂 1 extractivc content values , which ranged 

from 1.49 to 16.24% and they were classifjed into th古田 groups according to th巴 range of exｭ

tractiv巴 content value , 

(1) High cont巴nt group (>6%) : Dracontomelon (201) , Garcinia (206) , Castanoゆermum

(208) , Pterocaゆus (209) , Aglaia (212) and Vitex (220) 。

(2) Medium content group (3~5%) : Sloa河ea (203) , Litsea (207) , Amoora (211) , Dysoxyルm

(212) , Neonauclea (215) , Burckella (216) , Ochrmω(221) and Tecfoω(223). 

(3) Low cont巴nt group (く3%) : Spo河dias (202) , Endospermum (204) , Pimelodendron (205) , 

Parartocarpus (213) , Maranthes (214) , Ailanthus (217) , Sterculia (218) , Celtis (219) 丘立d Eucalyptus 

(222). 

The wood samples in group (1) may h乱ve the possibility of giving rise to 色ffects on some 

wood processing or utilization. On th巴 other hand, most of the wood samples in group (3) 

gave ris巴 to blu巴 stains， aηd it seem邑d to have a corrεlation with the species which are 10w 

in extractiv日 content.

3. Chemical discoloτation 

Th巴 following four items of expεriment wer巴 carried out as for the chemical discoloration 

of woods. 

a) Sensitivity of spec冾s to iron 

b) Sensitivity of species to 乱ìkali

c) Senぷtivity of sp号cies to 乱cid

d) Sensiti vity of species to sunlight 日xposurε

P!:'ocedure 

1) M丘teria1

The drεssed :flat-grain巴d specimens of 5 mm  thick by 5 cm wide by 6 cm long wer巴 prepared

from each of twenty two sp巴cies.

2) Measuring 

Tristimulus values X, Y, Z before and after・ treatm巴nt werc measur巴d by a color differcnc巴

meter , and to compare the degree of discoloration of specim巴ns ， a color difference dE (L, a, b 

unit) and 乱 decrεase ratio 口f Jightness Yd wer巴 calculated by the iollowing formulas. 

L=lOY' 

= 17.5(1.02X-

…(1) 

... (2 ) 
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..，....… υ(3) 

砂 o( 4) 

b 

L1Eニ [(L1L)2十 (L1 a)2十 (.1b)2)' 

wh巴re .1L=L1-L2, L1a=a1-a2, L1b=-b1-b2 

[1 , al , b1 : L , a, b before trcatment 

L 2, a2 , bz : L , a, b after treatm号n\

Yd= 100 、
}
ノ

「
「υ

,ri\ • 
'
 

vvher記 YO : th巴 lightn巴58 bdorc trむatment

れ: the liト!，"ÌltllC，SS aftcr treatment 

3) Method of treatm日nt

乱) Staining with jτon 

In this 巴xperÌmcmt the sensitivity of spεci日s to iron was i孔V日stigatεcl 咽 す申告t spεcimens 

¥vere 80乱ked in 001タ6F巴-solution (FeC12 切 6 H20) for ;; nlÌ日乱t 20'C，品nd air可:ond i.tioned for 4 days. 

b) Alkaline stain 

The sensitivity 01 spccies to 乱lkalinc vvas invcstigatcd. Tcst specimcl1s wcre soakod in 

pH 12.0 caustic sod乱 solution 5 汀1in at 20oC, and air , col1ditioned f()f days温

c) Add stain 

Th巴 sensitivity of sp巴仁ies to acid w乱s il1vcstig乱tcd. Tcst speciη1ens werc soalwd ilJ pH 1.0 

oxal兤 acid solution foτ5min 旦t 20oC, and alr司conditionεd for 4 dayso 

d) Ðiscolor呂 tion hy sunlight exposurε 

Thc sen日itìvity of specics to sunlight exposure was inv巳stig乱ted 化 Exposing time was 28.5 

V
ム

守
包

Sensitivity of wood spccies for stain w乱出 assesscd by threc 1εvels ， vvhcτe Lc~ 1ìght ;',tain , 

M=mcdium st創立 and S=strong stain. 

1、hese r巴sults are a180 reεord己d in Tablcs 3~，6 舎

Results 

R日sults obtaincd are 品s follows ; 

a) Staining with iron 

The following specime孔s show記d remark乱ble discoloratioれl; jワracontomelon (201) (IIeartｭ

wood) (Sapwood) , Sloanea (203) (Sapwood) , Pimelodend刊日 (205) (Hcartwood) , Garcinia (206) 

(紅色乱rtwood) ， C点stanos戸errnum (208) (Heartw口od) ヲ Agla僘 (210) (Heaτtwood) ， BU1'C!奇ella (216) 

(Heartwood) (Sapwood) 旦nd Eucaly�tus (222) (He在rtwood).

On th♀ other hand, thc following specimens showed slight discolor且tion; Endσゆer'lnum

(204) (lnner part) , Dysoxylum (212) (Inner part) , Parartoωゆus (213) (1nロer part) , Ailanthus 

(217) (Inner part) , Sterculia (218) (Inncr part) and Tectona (224) (Heartwood) , 

b) Alkali恥 stain

The following specÏm巴n8 showcd remark呂ble discolor乱tion; Dracontomelon (Hcartwood) 

(Sapwood) , Sloanea (Heartwood) (Sapwood) , Castanoゅの'tI1um (抗日rtwood) (Sapwood) , .Amoora 

(211) (Heartwood) , B:日比企ella (Heartwood) 旦nd Eucalyρtus (Heartwood) (Sapwood). 

On tho other hand , the following sp己cim巴n8 showcd sJight discoloration; Pimelodendrrm 

(H巴乱rt叫lood) ， Dysoxylum (Inncr part) , Parar!ocar�us (Jnner part) , Ai!anthus (Inner part) , 

Sterculia (Inner part) , Celtis (219) (Inn己r part) 乱nd Oc!u'oma (221) (Inn巴r p託rt).

c) Acid stain 

'1、he folJO¥ving specimen日 show日d slight clisco!oration; Draco月tomelon (IIeartwood) 明日p­

wood) , S�ondias (Inn己r part) , Sloanea (Heartwood) (Sapwood) , Garcinia (Hcartwood) , Litsea 



-104 -- 林業試験場研究報告第 299 号

(Inner part) , Pterocal'沙問 (209) (Heartwood) , Amoora (Sapwood) , Mara括的es (214) (Inn巴r part) , 
Burckella (Heartwood) , Ailanthus (1白 ner part) , Celtis (Inn巴r part) and Tectona (H巴aτtwood) 聞

d) Disco�ration with exposing 

The folIowing sped:mens showed re:markable discolor旦tion; Litsea (Inn邑r part) , Aglaia 
(Heartwood) , Amoora (Heartwood) (S呂pwood) ， Dysoxylum (Inner part) , Neoチwuclea (lnner part) , 
Burckella (Heartwood) and Eucalyptus (Hεartwood). 

On the other hand, the following specimens showed slight discolor旦tion; Sloanea (S旦pwood) ，

Pimelodendron (H問rtwood) ， Pterocarpus (Heartwood) (Sapwood) , Ailanth邸s (1n旦er part) , Celtis 
(Inner part) and Tectona (日eartwood).


